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話の概要 

•今までに開発してきた教材用
地震計 

•今回開発した地震計の詳細 

•機材製作の勘所・苦労話など 



最初の教材用地震計 
1995年当時 

 

From Yoshio OKAMOTO: A Handmade Seismograph System and its Seismograms 
-Make Your Own Seismograph!-       abstract for GeoSciEdu III in Sydney, 2000  



 



 



 

フィルムケース地震計 
（簡易型地震計），1997 
日本地震学会広報紙「なゐふる」創刊号より連載 



 

次世代簡易型地震計 
（日本地震学会広報紙 

「なゐふる」2015年７月号より連載） 



 



電子回路＆ソフトウエアの更新 

 



部材の更新 

• 鉄からアルミへ 

• 磁気回路：廃品スピーカの解体からホームセ
ンターで入手可能な部材利用へ 

• 磁気回路の形式も変更 

• 手動工具から電動工具へ 



To=2π√l/g 
    =2.8[sec] 

振子の構造 

アルミ板を主体とする構造 
振子の固有周期を 
５～６秒に設定 

上下動用 十字バネ 
（リン青銅板，0.1mm厚） 



 

磁気回路には，隅金と円形ネオジム磁石 
を組み合わせて 起電力をかせいでいる 
コイルに巻いたアルミ板は電磁制動のため 



ダンピング（振り子の制動） 

• 地震計にとって振り子の制動は大事な機能である． 

• 本製作の電磁センサ（マグネット＋コイル）では通常，
コイル出力をアンプに入力する際の入力抵抗で制動
を制御する． 

• 本製作ではあえて，これをコイルに巻いたアルミ板に
よる渦電流制動で行うことにした（前スライド）． 

• 理由は入力抵抗で制動を行うには，同程度のコイル
の巻き数による抵抗値が必要でこれは自作ではかな
り難しいことがわかったから． 

• 制動の定量的測定はまだ行っていない．記録波形か
らはそれほど振り子の共振の影響はみられない． 



改良された電子回路基板 
積分増幅＋レベルシフト  

1st  amp.  gain                       2nd amp. gain 

x200(Tc=6sec, -6dB/oct)      x20~50 



 

10ビットのAD変換とUSBポートからの信号
処理が同時に可能． 
ソフトウエアはProcessingを採用． 
これで6ch 100Hz同時サンプリングも可能 

Integrating Amp 

Arduino Uno  

"Arduino IDE" for 
signal processing  

 
最強の素子！“Arduino Uno”  

(約3千円強) 
A/D変換＋USB I/O 



“Processing”言語：１ch用AD変換＆波形表示＆データ保存 

 



自宅観測地 

 



 

Osaka Kyoiku University 



 
大学研究室内 

（校舎３Ｆ）の観測風景 



 
自宅での有感地震の
波形記録例（PC画面） 



記録波形 

 



簡易型センサとの比較 

 



 

卓上旋盤でコイルを巻く 



 

ウレタン線（φ0.26mm） 
約4000回 



Seismogram examples:  

 



検知範囲 

国内の M5.0以上  

外国のM7.0以上 

 

アンプを長周期化してからは，特に外国の地震
の表面波をきれいに書くようになった． 



まとめ 

• 簡易型地震計（岡本，2015）の記録の比較用に，
やや本格的な地震計を製作した． 

• 教材用として充分は感度と機能がある． 

• しかし教材用として簡単に製作でき，かつ有用な
波形が採れる地震計としては，上記安価で製作
が簡単な簡易型で充分という結論に達した． 

• しかし，製作経験の蓄積とより高感度の地震計
を製作するためには，意味のある試行であった． 
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